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事事事事    業業業業    効効効効    果果果果    
 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み    
 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

    

    

    

    

    

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 

「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

    

    

事業名 みんなで「学ぼう災」—キッズ防災リーダー育成プログラム＾ 

事業主体 

（連絡先） 

感環自然村 

事業区分 安全・安心な地域づくりに関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費        526,980 円（うち支援金：421,000 円） 

（活動

① 防災を幼少期から学ぶ 

② 地域防災の担い手を育てる 

③ 初年度は 150 名のリーダー認

定を目指す 

 

※自己評価【   A        】 

【理由】 

認定人数は予定に満たなかった

が、少人数で行えたためにより身

につくプログラムとなった。 

【【【【実技実技実技実技】】】】    

    【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】    

参加した子供達は、過去の災害を机上、実地の両面から

学ぶことにより、実践的なスキルと知識を学ぶ事が出来

た。災害時必ず立ち上がる避難所の改善点子どもの視線

で考える事で、東日本大震災から西日本水害までの災害

時に起きたことを自分ごととして考える機会となった。

  

防災減災を子供達が学ぶ場を提供し、地域のキッズ防災

リーダーを育成する。以下の三点に重点を置いてこの事

業を行いました。 

１．子ども防災マニュアルの作成 

２．防災デイキャンプの開催 

３．キッズ防災リーダーの認定 

今年度 12 月 9 日、2 月 16 日、3 月 23 日の３日間開催

し、延べ 101 名の参加がありました。その中で全ての課

程を終了した 30 名がキッズ防災リーダーに任命されま

した。 

ベーシックを取得した子はインターミディエイトを目指しより実践的なことを来年度は学びま

す。キッズ防災の裾野を広げるために、来年ベーシックの講座も継続して続けて行く予定。 


